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戦
後
国
際
文
化
政
策
に
つ
い
て
の
非
公
式
懇
談
会
記
録

国
際
文
化
会
館
関
係
文
書

（文
芸
評
論
家
編
）

資
料

に

つ
い
て

本
稿
で
は
、
国
際
文
化
会
館
の
設
立
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
非
公
式

懇
談
会
の
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
、
そ
の

一
部

（文
芸
評

論
家
編
）
を
掲
載
す
る
。
こ
の
資
料
は
東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
高
木
八
尺
文
書
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

高
木
文
書
は
、
彼
の
深
く
関
わ
っ
て
い
た
太
平
洋
問
題
調
査
会
に
関
係

す
る
文
書
が
こ
れ
ま
で
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
い
ま
だ

充
分
に
は
活
用
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
資
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
国
際
文
化
会
館
関
係
資
料
も
、
管
見
で
は
こ
れ
ま

で
用
い
た
研
究
は
な
い
。
国
際
文
化
会
館
は
、　
一
九
五
二
年
八
月
に
財

団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。
国
内
で

一
億
円
を
会
館
が
調
達
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
ロ
ツ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
よ
る
総
額
二
億
四
三
〇
〇
万

円
の
助
成
を
受
け
て
実
質
的
な
活
動
を
開
始
す
る
。
こ
こ
で
掲
げ
た
文

書
は
、
国
際
文
化
会
館
が
活
動
の
準
備
を
進
め
る
な
か
、
文
化
面
で
各

界
に
影
響
力
の
あ
る
人
々
を
集
め
、
意
見
交
換
を
し
た
記
録
で
あ
る
。

国
際
文
化
会
館
の
設
立
の
経
緯
や
そ
の
初
期
に
つ
い
て
は
、
会
の
中
心

人
物
で
あ
る
松
本
重
治
の
著
述
や
、
国
際
文
化
会
館
の
会
報
、
年
史
か

和
田
　
敦
彦

ら
そ
の
概
要
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の

会
館
の
文
書
、　
一
次
資
料
に
つ
い
て
は
、
国
際
文
化
会
館
に
も
現
存
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
『松
本
重
治
関
係
文
書
目
録
』

中
に
も
こ
の
時
期
の
会
館
文
書
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
高
木
八
尺
は

国
際
文
化
会
館
設
立
の
当
初
か
ら
、
そ
の
枢
要
な
役
員
と
し
て
松
本
に

協
力
し
て
お
り
、
関
係
文
書
が
ま
と
ま

っ
て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

今
回
と
り
あ
げ
る
文
書
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
文
化

人
や
文
部
官
僚
と
な
さ
れ
た
非
公
式
懇
談
会
の
概
要
を
ま
と
め
た
記
録

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
芸
評
論
家
と
の
懇
談
会
記
録
を
掲
載
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
当
時
の
歴
史
学
者
や
自
然
科
学

者
ま
で
、
幅
広
い
人
々
を
集
め
て
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
占

領
期
直
後
の
様
々
な
文
化
領
域
に
お
い
て
、
国
際
間
の
文
化
交
流
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
が
抱
か
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

米
ソ
間
の
対
立
を
背
景
と
し
た
対
日
文
化
政
策
の
中
で
、
そ
う
し
た
力

関
係
か
ら
ど
の
よ
う
な
距
離
感
を
人
々
が
と
っ
て
い
た
の
か
を
と
ら
え

て
い
く
こ
と
も
で
き
よ
Ｉ
ｏ
む
ろ
ん
、
今
回
と
り
あ
げ
た
部
分
で
も
見

ら
れ
る
が
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ

（国
際
文
化
振
興
会
）
と
の
関
係
を
含
め
、
松
本

や
会
館
の
考
え
方
、
方
向
性
を
見
当
す
る
う
え
で
も
貴
重
で
あ
る
。
国



際
間
の
情
報
の
流
通
や
そ
の
基
盤
が
形
作
ら
れ
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
を

含
む
国
際
文
化
会
館
関
係
文
書
は
重
要
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
国
際
文
化
会
館
関
係
文
書
や
会
館
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
は
、
高
木
文
書
の
そ
の
他
の
文
書
類
と
と
も
に
別
稿
に
て
詳
し
く
論

じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

国
際
文
化
会
館
非
公
式
懇
談
会
開
催
概
要

事
務
局
調
査
課
長
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
平
野
真
三

（同
）、
上
田

康

一
（同
）、
副
島
種
義

（同
）

第
五
回
　
文
部
省
局
長
ク
ラ
ス
　
一
九
五
二
年
十
二
月
十
七
日

稲
田
清
助

（大
学
学
術
局
長
）、
岡
野
澄

（同
学
術
課
長
）、
荒
木
直

（同
視
学
官
）、

寺
中
作
雄

（社
会
教
育
局
長
）、
小
和
国
武
記

（社
会
教
育
官
）、
日
中
義
男

（初
等
、

中
等
教
育
局
長
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
六
回
　
中
国
研
究
家
　
一
九
五
三
年

一
月
七
日

仁
井
田
陸

（東
洋
文
化
研
究
所
）、
飯
塚
浩
二

（同
）、
福
島
正
夫

（同
）、
平
野

義
太
郎

（中
国
研
究
所
）、
伊
藤
武
雄

（同
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、

ゴ
ー
ド
ン
・
ボ
ー
ル
ス

（同
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
七
回
　
ギ
ル
パ
ト
リ
ツ
ク
氏
を
囲
む
　
一
九
五
三
年

一
月
十
三
日

ギ
ル
バ
ト
リ
ツ
ク
教
授

（
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
財
団
）、
辻
直
四
郎

（東
大
文
学
部

長
）
、
中
村
元

（東
大
教
授
）、
坂
本
徳
松

（印
度
洋
問
題
研
究
協
会
）、
松
方
義

三
郎

（共
同
通
信
専
務
理
事
）、松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、高
木
八
尺

（同
）

第
七
回
　
自
然
科
学
者

（理
学
部
関
係
）

一
九
五
三
年

一
月
七
日

水
島
三

一
郎

（東
大
教
授
、
化
学
）、
坪
井
忠
二

（同
、
地
球
物
理
）、
萩
原
雄
祐

（同
、
天
文
）、
岡
田
要

（同
、
動
物
）
、
伊
藤
貞
市

（同
、
地
質
）、
弥
永
昌
吉

（同
、
数
学
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
大
形
孝
平

（同
）

第

一
回
　
経
済
学
者
　
一
九
五
二
年
十

一
月

中
山
伊
知
郎

（
一
橋
大
学
長
）、
東
畑
精

一

松
方
義
二
郎

（共
同
通
信
社
専
務
理
事
）、

会
館
）
、
ゴ
ー
ド
ン
・
ボ
ー
ル
ス

（同
）

笠
信
太
郎

（朝
日
新
聞
論
説
主
幹
）、

佐
島
敬
愛
、
松
本
重
治

（国
際
文
化

第
二
回
　
政
治
学
者
　
一
九
五
二
年
十

一
月
二
十
六
日

蛾
山
政
道
、
堀
豊
彦

（東
大
教
授
）、
岡
義
武

（同
）、
河
原
次
吉
郎

（中
大
教

授
）、
丸
山
真
男

（東
大
教
授
）、
辻
清
明

（同
）、
島
田
久
吉

（慶
大
教
授
）、
松

本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
ゴ
ー
ド
ン
・
ボ
ー
ル
ス

（同
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
三
回
　
社
会
学
者
　
一
九
五
二
年
十
二
月
十
日

尾
高
邦
雄

（東
大
教
授
）、
有
賀
喜
左
ヱ
門

（教
大
教
授
）、
岡
正
雄

（都
大
教
授
）、

磯
村
英

一

（都
庁
政
民
室
長
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
ゴ
ー
ド
ン
・
ボ

ー
ル
ス

（同
）、
上
田
康

一
（同
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
四
回
　
学
術
会
議
　
一
九
五
二
年
十
二
月
九
日

本
田
弘
人

（日
本
学
術
会
議
事
務
総
長
）、
石
沢
貞
義

（同
事
務
次
長
）、
竹
下
俊

雄

（同
事
務
局
学
術
部
長
）、
渡
辺
正

（同
事
務
局
学
術
課
長
）、
吉
田
正
男

（同

第
八
回
　
歴
史
家
　
一
九
五
三
年

一
月
二
八
日

西
岡
虎
之
助

（東
大
教
授
）、
村
川
堅
太
郎

（同
）、
山
本
達
郎

（同
）、
松
田
智

雄

（立
教
大
学
教
授
）、
清
水
博

（同
）
江
口
朴
郎

（東
大
助
教
授
）、
中
屋
健

一
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（同
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
九
回
　
文
部
省
　
一
九
五
三
年
二
月
四
日

佐
藤
得
二
、
春
山
順
之
助

（大
学
学
術
局
、
大
学
課
長
）、
中
西
勝
治

（同
研
究

助
成
課
長
）
、
内
藤
誉
三
郎

（同
庶
務
課
長
）、
大
西

一
正

（同
学
術
情
報
室
長
）
、

近
藤
春
文

（社
会
教
育
局
社
会
教
育
施
設
課
長
）、
柴
田
小
三
郎

（調
査
局
、
国

際
文
化
課
長
）
、
大
田
周
夫

（初
頭
中
等
教
育
局
中
等
教
育
課
長
）
、
釘
本
久
春

（日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
局
次
長
）、
小
倉
好
雄

（同
企
画
課
長
）
同
、

松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
十
回
　
印
度
研
究
家
　
一
九
五
三
年
二
月
十

一
日

都
留
重
人

（
一
橋
大
学
教
授
）
、
蟻
山
芳
郎

（共
同
通
信
社
東
亜
部
次
長
）、
山
口

辰
六
郎

（太
平
洋
問
題
調
査
会
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）、
大

形
孝
平

（同
）

第
十

一
回
　
新
聞
社
学
芸
部
部
長
　
一
九
五
三
年
二
月
二
十
五
日

狩
野
近
雄

（毎
日
新
聞
社
学
芸
部
長
）、
平
山
信
義

（読
売
新
聞
社
文
化
部
員
）、

池
田
太
郎

（東
京
新
聞
社
文
化
部
員
）、
伊
藤
忠
雄

（時
事
通
信
社
政
治
部
長
）

殿
木
圭

一
（共
同
通
信
社
特
信
文
化
部
長
）、
斉
藤
正
窮

（同
社
会
部
次
長
）
、
松

本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
上
田
康

一
（同
）、
向
井
啓
雄

（同
）
、
大
形
孝
平

（同
）

第
十
二
回
　
法
律
学
者
　
一
九
五
三
年
三
月
四
日

宮
沢
俊
義

（東
大
教
授
）、
横
田
喜
三
郎

（同
）、
鈴
木
竹
雄

（同
）
、
兼
子

一

（同
）
、
鵜
飼
信
成

（同
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
十
三
回
　
ユ
ネ
ス
コ
　
一
九
五
三
年
三
月
十

一
日

前
田
多
門

（日
本
国
内
委
員
会
会
長
）、
鈴
木
九
万

（国
内
委
員
会
事
務
総
長
）、

勝
本
清

一
郎

（日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
理
事
）
、
尾
高
朝
雄

（日
本
国
内
委
員

会
委
員
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）、
上
田
康

一

（同
）、
大
形

孝
平

（同
）

第
十
四
回
　
文
学
評
論
家
　
一
九
五
三
年
四
月
八
日

豊
島
与
志
雄
、
勝
本
清

一
郎
、
川
端
康
成
、
河
上
徹
太
郎
、
吉
田
健

一
、
谷
川
徹

三
、
中
村
光
夫
、
青
野
季
吉
、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）、
向
井

啓
雄

（同
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
十
五
回
　
エ
カ
ツ
フ
エ
事
務
局
長
ロ
カ
ナ
サ
ン
氏
を
囲
む
　
一
九
五
三
年
四
月
十
七
日

ロ
カ
ナ
サ
ン

（国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
事
務
局
長
）、
大
来
佐
武
郎

（同

事
務
局
員
）、
大
内
兵
衛

（法
政
大
学
学
長
）、
佐
島
敬
愛

（日
本
経
済
調
査
会
）、

松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
十
六
回
　
新
聞
社
学
芸
部
第

一
線
記
者
　
一
九
五
三
年
五
月
八
日

奥
田
教
久

（朝
日
新
聞
者
学
芸
部

・
社
会
部
）、
安
西
均

（同
学
芸
部
）、
鈴
木
利

人

（毎
日
新
聞
社
学
芸
部
）、
平
山
信
義

（読
売
新
聞
社
文
化
部
）
、
頼
尊
清
隆

（東
京
新
聞
社
文
化
部
）、
長
岡
光
郎

（日
本
読
書
新
聞
編
集
部
）、
高
橋
渾

（共

同
通
信
社
特
信
文
化
部
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
事
務
理
事
）、
ゴ
ー
ル
ド

ン
・
ボ
ー
ル
ス

（同
常
務
理
事
）、
向
井
啓
雄

（同
）、
大
形
孝
平

（同
）

第
十
七
回
　
外
国
文
学
者
　
一
九
五
三
年
五
月
二
十
日

井
上
満

（
ロ
シ
ア
文
学
）、
西
村
孝
次

（英
米
文
学
）、
高
橋
健
二

（ド
イ
ツ
文
学
）、

小
栗
孝
則

（同
）、
倉
石
武
四
郎

（中
国
文
学
）、
寺
田
透

（
フ
ラ
ン
ス
文
学
）、



佐
藤
朔

（同
）、
松
本
重
治

（国
際
文
化
会
館
専
務
理
事
）、
佐
藤
得
二

（同
）
向

井
啓
雄

（同
）、
大
形
孝
平

（同
）

文
学
評
論
家
と
の
非
公
式
懇
談
会

日
時
　
一
九
五
三
年
四
月
八
日
　
午
後
六
時
―
九
時

場
所
　
ホ
テ
ル
・
ト
ウ
キ
ヨ
ウ
　
シ
ル
バ
ー

・
ル
ー
ム

出
席
者豊
島
与
志
雄
、
勝
本
清

一
郎
、
川
端
康
成
、
河
上
徹
太
郎
、
吉
田

健

一
、
谷
川
徹
三
、
中
村
光
夫
、
青
野
季
吉
、
松
本
重
治

（国
際

文
化
会
館
専
務
理
事
）、
向
井
啓
雄

（国
際
文
化
会
館
）、
大
形
孝

平

（同
）

松
本
　
知
的
交
流
で
国
際
理
解
を
増
進
す
る
た
め
の
企
画
本
部
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
話
か
ら
、
外
国
か
ら
日
本
に
来
る
知
識
人
、
文
化
人
の
宿
泊
設
備
や
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
も
付
置
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
、
只
今
準
備
中
で
す
。
こ
の
八

月
ま
で
に
日
本
側
で
一
億

一
千
万
円
集
ま
れ
ば
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
財
団
か
ら
二

億
四
千
万
円
が
来
て
、
合
計
三
億
五
千
万
円
の
約
半
分
少
し
以
下
を
建
物
に
、

残
り
の
半
分
を
五
年
間
の
事
業
費
と
予
備
費
と
い
う
の
が
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

財
団
の
方
で
は
会
館
が
建
つ
ま
で
で
も
準
備
の
費
用
は
出
そ
う
と
い
う
こ
と

に
な
つ
た
が
、
準
備
の
費
用
を
出
す
の
に
も
法
人
で
な
け
れ
ば
困
る
と
い
う
の

で
昨
年
秋
に
法
人
を
こ
し
ら
え
た
。
こ
れ
は
準
備
費
を
受
け
取
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
の
で
、
理
事
者
の
顔
ぶ
れ
も
自
然
と
金
集
め
に

一
つ
の
重
点
が
お
か
れ

て
い
る
が
、
漸
次
顔
ぶ
れ
も
変
化
し
て
ゆ
き
得
る
仕
組
に
な
つ
て
い
る
。　
一
年

の
経
費
は
約

一
千
万
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
知
的
協
力
、
文
化
交
流
の
た
め
の

企
画
費
で
あ
る
。
外
国
か
ら
人
が
来
て
、
日
本
の
学
者
や
文
化
人
に
会
つ
て
貰

う
場
合
の
準
備
と
し
て
、
そ
う
い
う
人
々
の
フ
ー
ズ

・
フ
ー
を
作
成
し
た
り
、

関
係
学
術
文
化
団
体
の
調
査
も
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
茶
の
湯
、
生
け
花
の

紹
介
も
わ
る
く
は
な
い
が
、
会
館
と
し
て
は
、
な
る
べ
く
基
礎
的
な
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

河
上
　
Ｋ
Ｂ
Ｓ
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

松
本
　
Ｋ
Ｂ
Ｓ
は
日
本
文
化
の
国
際
的
振
興
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
会
館
は
特
別

に
宣
伝
的
な
こ
と
は
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
で
あ
る
か
ら
ま
た
外
国
の
宣
伝
も

受
け
入
れ
な
い
。
勿
論
Ｋ
Ｂ
Ｓ
と
共
通
な
仕
事
も
あ
る
と
思
う
が
、
気
持
の
上

で
根
本
的
に
違
つ
た
も
の
で
あ
る
。

河
上
　
将
来
Ｋ
Ｂ
Ｓ
と
仕
事
の
縄
張
り
の
上
で
問
題
が
起
ら
な
い
か
。

松
本
　
会
館
は
縄
張
り
の
考
え
を
も
つ
て
い
な
い
か
ら
、
万

一
問
題
が
起
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
仕
事
は
全
部
Ｋ
Ｂ
Ｓ
に
あ
げ
て
し
ま
う
つ
も
り
だ
。

吉
田
　
土口
Ｋ
Ｂ
Ｓ
に
働
い
た
者
と
し
て
、
あ
の
轍
は
踏
ま
な
い
方
が
よ
い
と
い
い
た

い
。
あ
れ
は
日
本
文
化
を
世
界
に
押
し
売
り
す
る
も
の
だ
。
ま
た
日
本
の
文
学

作
品
を
取
り
上
げ
て
わ
れ
わ
れ
に
翻
訳
さ
せ
た
が
、
あ
の
程
度
の
も
の
を
あ
あ

い
う
訳
し
方
で
は
、
全
然
意
味
が
な
い
と
思
う
。

松
本
　
日
本
の
文
学
を
翻
訳
す
る
こ
と
自
体
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
仕
事
だ
と
思
う

が
、
そ
れ
に
は
外
国
人
を
日
本
文
学
の
翻
訳
者
と
し
て
育
て
る
外
に
道
が
な
い

よ
う
な
期
が
す
る
。
過
日
エ
リ
セ
エ
フ
氏
に
会
つ
て
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
が
、

彼
く
ら
い
日
本
語
が
上
手
で
あ
つ
て
も
独
力
で
は
無
理
だ
と
思
う
。
あ
の
よ
う

な
人
に
日
本
人
が
力
を
貸
せ
ば
出
来
る
と
思
う
。

吉
田
　
日
本
研
究
の
た
め
に
来
る
外
国
人
の
数
が
多
く
な
つ
た
か
ら
、
会
館
で
、
そ

う
い
う
外
国
人
を
泊
め
て
あ
げ
れ
ば
充
分
有
意
義
だ
と
思
う
。

松
本
　
会
館
は
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

・
プ
ロ
フ
エ
ツ
サ
ー
の
研
究
会
を
援
助
し
て
い
る
。

研
究
会
に
部
屋
を
借
し
た
り
、
講
師
を
斡
旋
し
た
り
し
て
い
る
。
知
的
交
流
委

員
会
の
事
業
で
、
日
本
に
来
た
外
国
の
人
に
は
四
十
日
か
ら
五
十
日
、
日
本
に
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滞
在
し
て
、
毎
晩
、
そ
の
道
の
人
と
会
合
し
て
貰
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
先
日

帰
国
し
た
ダ
ー
シ
ー
さ
ん
も
コ
ー
ル
さ
ん
も
非
常
に
喜
ん
で
い
た
。

川
端
　
そ
の
世
話
を
松
本
さ
ん

一
人
で
や
つ
て
い
る
の
か
。

松
本
　
高
木
先
生
を
お
助
け
し
て
一
緒
に
し
て
い
る
。
来
た
人
が
日
本
全
国
を
廻
る

の
だ
か
ら
、
予
め
通
信
で
連
絡
し
た
り
な
か
な
か
大
変
な
仕
事
だ
。　
一
番
困
る

の
は
、
い
ろ
い
ろ
苦
心
し
て
折
角
引
き
会
わ
せ
て
も
、
日
本
の
人
の
方
で
余
り

質
問
も
し
な
い
し
、
来
た
人
の
質
問
に
も
ま
と
も
に
答
え
て
く
れ
な
い
よ
う
な

場
合
だ
。
い
つ
も
い
う
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
同
窓
会
の
幹
事
み
た
い
な

も
の
だ
か
ら
、
学
者
や
文
化
人
が
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
仕
事
に

な
ら
な
い
。

谷
川
　
し
つ
く
り
ゆ
か
な
い
の
は
、
言
葉
の
不
自
由
が
大
き
な
原
因
で
し
よ
う
。

吉
田
　
そ
れ
程
え
ら
く
な
い
人
で
、
も
つ
と
若
い
人
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
カ
ラ
ー
シ

ツ
プ
で
ブ
ラ
ツ
カ
ー
な
ど
が
来
て
い
る
が
、
あ
の
人
な
ど
は
、
文
化
交
流
の
は

し
わ
た
し
の
一
と
役
を
買
え
る
人
だ
と
思
う
が
。

松
本
　
あ
の
人
は
い
い
。
あ
あ
い
う
人
を
育
て
れ
ば
よ
い
翻
訳
が
出
来
る
と
思
う
。

話
は
別
だ
が
、
ク
ノ
ツ
フ
出
版
社
の
編
集
長
と
か
い
う
シ
ユ
ト
ラ
ウ
ス
と
い
う

の
は
ど
ん
な
人
で
す
か
。
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
つ
て
か
ら
、
ジ
ヤ
パ
ン
・
ソ
サ

イ
エ
テ
イ
ー
に
行
つ
て
、
日
本
の
現
代
文
学
の
翻
訳
を
出
し
た
い
の
だ
が
、
よ

い
翻
訳
者
を
得
る
の
が
困
難
な
問
題
で
、
先
ず
、
試
み
に
最
初
の
一
章
を
翻
訳

さ
せ
て
試
験
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
費
用
が
と
い
う
よ
う
な
話
を
し
た

の
で
、
ジ
ヤ
パ
ン
・
ソ
サ
イ
エ
テ
イ
ー
か
ら
会
館
宛
に
手
紙
が
来
て
い
る
の
で

す
が
？

豊
島
　
ンヽ
ユ
ト
ラ
ウ
ス
の
や
つ
た
日
本
作
家
の
選
択
な
ど
も
い
い
加
減
な
も
の
だ
。

松
本
　
一言
葉
の
障
害
を
何
か
の
方
法
で
越
え
た
い
も
の
だ
が
、
ブ
ラ
ツ
カ
ー
の
よ
う

な
人
を
育
て
る
の
が

一
番
の
早
道
だ
と
い
う
ふ
う
に
だ
ん
だ
ん
思
え
る
よ
う
に

な
つ
て
き
た
。

吉
田
　
日
本
に
来
て
、
日
本
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
位
の
人
は
日
本
語
で
や
つ
て
い

る
。
そ
こ
ま
で
い
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
思
う
。

ウ
エ
ー
レ
ー
の
源
氏
が
そ
う
だ
。
間
違
い
は
沢
山
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

何
も
ブ
ラ
ツ
カ
ー
が
特
例
な
の
で
は
な
い
。
現
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
か
ら
も

一
人

き
て
い
た
が
、
今
は
国
に
帰
つ
た
。

松
本
　
イ
ギ
リ
ス
に
は
日
本
の
専
門
家
が
十
二
人
い
る
そ
う
だ
が
、
大
学
教
授
の
席

は
六
し
か
な
い
と
の
こ
と
だ
。
先
日
エ
ツ
十
■
ワ
氏
の
意
見
を
聞
い
て
み
た
が

彼
は
、
日
本
に
関
す
る
外
国
語
の
書
物
を
全
部
集
み
て
お
い
た
ら
ど
う
か
と
い

つ
て
い
た
。
会
館
の
図
書
館
は
雑
誌
で
特
色
を
出
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

河
上
　
ア
メ
リ
カ
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
で
し
よ
う
。

松
本
　
勿
論
ア
メ
リ
カ
の
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
自
身
理
事
に

フ
ラ
ン
ス
人
を
入
れ
た
ら
ど
う
か
と
ま
で
い
つ
て
い
る
位
な
の
で
、
会
館
の
事

業
は
決
し
て
、
日
米
間
に
限
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
適
当
な
フ
ラ
ン

ス
人
が
ま
だ
見
当
ら
な
い
。

谷
川
　
外
国
の
新
聞
は
ど
の
位
購
読
す
る
か
。

松
本
　
図
書
、
新
聞
、
雑
誌
を
合
せ
て
年
五
千
ド
ル
の
予
算
だ
。
会
館
の
仕
事
を
自

分
達
の
仕
事
と
考
え
て
協
力
し
て
く
れ
る
日
本
の
知
識
人
が
二
、
三
百
人
出
来

れ
ば
よ
い
と
思
つ
て
い
る
。
僕
は
ベ
ン
ク
ラ
ブ
が
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
に
提
出
し

た
青
写
真
と
い
う
の
を
知
ら
な
い
の
で
す
が
。

青
野
　
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
に
出
し
た
の
で
は
な
く
て
、
も
う
出
来
上
つ
て
、
も
つ
て

い
た
の
を
見
せ
た
の
で
す
。

吉
田
　
ブ
ル
ー
ス
と
い
う
人

（タ
ト
ル
の
事
務
員
）
は
日
本
語
の
と
て
も
よ
く
出
来

る
人
で
い
ろ
い
ろ
の
翻
訳
を
し
た
人
だ
。

中
村
　
翻
訳
を
す
る
場
合
に
原
作
者
と
翻
訳
者
を
会
わ
せ
た
ら
ど
う
か
。
フ
ラ
ン
ス

文
学
を
翻
訳
す
る
時
に
原
著
者
と
翻
訳
者
と
が

一
緒
に
長
く
暮
し
て
か
ら
翻
訳

す
る
場
合
も
あ
つ
た
。



勝
本
　
外
国
人
に
翻
訳
し
て
貰
う
場
合
に
、
翻
訳
し
易
い
よ
う
に
原
著
者
が
バ
ラ
フ

レ
ー
ズ
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
以
前
横
光
氏
が
そ
れ
を
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

中
村
　
そ
ん
な
場
合
に
日
本
の
作
者
は
無
料
で
は
や
な
ら
い
だ
ろ
う
。
西
洋
人
は
文

字
通
り
に
忠
実
な
翻
訳
な
ど
を
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
。

松
本
　
内
村
鑑
三
の
ホ
イ
ツ
ト
マ
ン
の
訳
は

「精
神
訳
」
と
称
し
て
む
ず
か
し
い
と

こ
ろ
は
と
ば
し
て
い
る
。

谷
川
　
日
本
人
は
馬
鹿
正
直
に
や
り
過
ぎ
て
反
つ
て
面
白
く
な
い
も
の
に
し
て
し
ま

ゝ
つ
ノ
。

勝
本
　
西
洋
人
が
日
本
の
作
品
を
読
ん
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
外
国
語
で
書
く
の
が

翻
訳
だ
と
思
う
。
た
だ
語
学
の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
的
な
も
の
を
外
国
人
が

自
分
の
筆
で
出
そ
う
と
し
て
い
れ
ば
外
国
人
に
と
つ
て
は
、
そ
れ
で
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
日
本
の
作
品
を
西
洋
に
も
つ
て
い
く
と
、
長
編
と
し
て
短
過
ぎ
、

短
編
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
。

谷
川
　
以
前
、
堀
内
氏
と
ボ
ノ
ー
氏
と
が
二
人
で
漱
石
を
訳
し
て
つ
き
合
わ
せ
て
翻

訳
し
た
こ
と
が
あ
る
。

勝
本
　
翻
訳
を
し
て
く
れ
る
外
国
人
に
、
日
本
人
が
充
分
説
明
し
て
あ
げ
て
、
書
く

こ
と
を
葉
外
国
人
に
ま
か
せ
る
の
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

松
本
　
小
説
は
別
と
し
て
、
評
論
は
ど
う
で
す
か
。

中
村
　
評
論
は

一
寸
見
込
み
が
な
い
か
も
し
れ
ぬ
。
小
林
秀
雄
の

「
モ
ツ
ア
ル
ト
」

は
ど
う
だ
ろ
つヽ
。

河
上
　
中
村
君
の

「異
邦
人
」
論
争
の
方
が
外
国
人
に
は
わ
か
る
と
思
う
。
ジ
ー
ド

に

「貞
奴
」
と
い
う
論
文
が
あ
る
が
あ
れ
ば
面
白
い
。

松
本
　
ダ
ー
シ
ー
の
場
合
は

一
寸
当
て
は
ま
ら
な
い
け
れ
ど
、
大
て
い
の
外
国
人
な

ら
、
日
本
の
人
は
対
等
で
通
る
と
思
う
が
、
ど
う
も
言
葉
の
問
題
が
困
る
。

中
村
　
一一一一口語
の
障
壁
は
吉
田
君
の
よ
う
な
人
が
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
解
決
し
ま

せ
ん
か
。

松
本
　
こ
の
次
の
知
識
人
交
流
計
画
で
は
、
ノ
ー
マ
ン

・
カ
ズ
ン
が
来
る
。

谷
川
　
あ
れ
は
た
い
し
た
者
じ
や
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
来
年
の
秋
に
ユ
ネ
ス
コ

で
、
ハ
ー
バ
ー
ト

・
リ
ー
ド
が
来
ま
す
。

松
本
　
知
的
交
流
は

一
昨
年
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
が
日
本
に
来
て
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
る

前
日
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
プ
ラ
ン
デ
ン
な
ど
が
来
る
が
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
来
る
の
は
官
吏
や
軍
人
ば
か
り
で
、
日
本
の
イ
ン
テ
リ
に
尊
敬
さ

れ
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
知
識
人
を
よ
こ
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
話
し

合
つ
た
。
そ
う
し
た
ら
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
は
ア
メ
リ
カ
に
帰
つ
て
か
ら
コ
ロ
ン

ビ
ア
に
十
万
ド
ル
を
寄
付
し
た
。
そ
の
時
ア
メ
リ
カ
の
一
流
知
識
人
と
し
て
四

十
名
の
リ
ス
ト
を
送
つ
て
来
た
。
こ
れ
ん
は
フ
オ
ー
ク
ナ
ー
と
か
ヘ
ミ
グ
ウ
エ

ー
は
載
つ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
来
て
く
れ
そ
う
な
人
々
を
四
十
名
リ
ス
ト
に
書

い
て
来
た
の
だ
。
カ
ズ
ン
も
そ
の
な
か
に
入
つ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ス
ト

は
大
体
年
齢
の
若
い
人
を
推
せ
ん
し
て
来
て
い
る
。

吉
田
松
本

ア
メ
リ
カ
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
ま
だ
よ
い
人
が
あ
る
。

今
の
知
的
交
流
委
員
会
の
事
業
は
十
万
ド
ル
で
、
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
、
次
に

は
国
際
文
化
会
館
で
毎
年
、
最
上
級
の
人
を

一
人
か
二
人
来
て
貰
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

中
村
　
デ
ユ
ア
メ
ル
の
時
に
感
じ
た
こ
と
は
、
余
程
日
本
人
側
で
も
の
を
知
つ
て
い

な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
デ
ユ
ア
メ
ル
の
方
で
日
本
の
イ
ン
テ
リ
が
、

ど
の
位
も
の
を
知
つ
て
い
る
か
の
見
当
が
つ
い
て
い
な
い
。

松
本
　
外
国
か
ら
よ
い
人
が
来
て
お
会
い
し
た
い
と
い
つ
た
時
に
は
ど
う
か
会
つ
て

あ
げ
て
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

中
村
　
そ
ん
な
場
合
、
み
ん
な
を
呼
び
集
め
る
と
き
に
、
急
に
通
知
を
出
さ
れ
て
は

無
理
だ
。　
一
ヶ
月
前
位
か
ら
印
刷
物
で
も
出
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

以
上



戦後国際文化政策についての非公式懇談会記録

注
（１
）
山
岡
道
男

『太
平
洋
問
題
調
査
会
研
究
』
（龍
渓
書
舎
、　
一
九
九
七

・

七
）
、
片
桐
庸
夫

『太
平
洋
問
題
調
査
会
の
研
究
』
（慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
三

・
一
〇
）
等
。

（２
）
加
藤
幹
雄
編

『国
際
文
化
会
館
５０
年
の
歩
み
』
（国
際
文
化
会
館
、
二

〇
〇
三

・
四
）

（３
）
松
本
の
回
想
録
で
は

『聞
書

。
わ
が
心
の
自
叙
伝
』
（講
談
社
、　
一
九

九
二
）
や

『国
際
日
本
の
将
来
を
考
え
て
』
（朝
日
新
聞
社
、　
一
九
八

八
）
等
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
会
館
の
初
期
に
つ
い
て
は
年
刊
の

『国
際
文
化
会
館
の
歩
み
』
貧

九
五
六

・
一
〇
）
や

『国
際
文
化
会
館

一

〇
年
の
歩
み
』
（国
際
文
化
会
館
、　
一
九
六
三
）
の
ほ
か
、
同
館
に
よ
る

『
∽
●
●
〓
づ
”
『
Ч

”
ｏ
ｏ
『
一

ｏ
い

け
Ｆ
Ｏ

”口
】Ｌ
，
】
い
く
ｏ

「
ｏ
”
ヽ
∽

ｏ
（

一
す
ｏ

日
●
け
ｏ
【
●
”
Ｌ
Ｏ
●
”
】

国
ｏ●
８

Ｒ
〕Ｓ
，Ｐ
Ｆ
■

（
一
九
五
七
）
に
手
紙
や
報
告
書
の
翻
刻
が
あ

Ｚ
の
。

（４
）
近
代
日
本
史
料
研
究
会

『松
本
重
治
関
係
文
書
目
録
』
（近
代
日
本
史

料
研
究
会
、
二
〇
〇
七

・
一
〇
）

（５
）
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
対
日
文
化
政
策
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
藤

田
文
子

「「
日
米
知
的
交
流
計
画
」
と
１
９
５
０
年
代
日
米
関
係
」
翁
東

京
大
学
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
デ
イ
ー
ズ
』
第
五
号
、
二
〇
〇
〇
）
や
、
松

田
武

『戦
後
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』
（岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八

・
一
〇
）
等
が
あ
る
。

（６
）
拙
著

『越
境
す
る
書
物
』
（新
曜
社
、
近
刊
）




